



　2018 年 10 月 12 日，清家，国立歴史民俗博物館の藤尾慎一郎氏と国立科学博物館の篠田謙一氏は，
香川県高松市に所在する高松茶臼山古墳から出土した古墳前期に比定された人骨の調査を行った。








標高 50 m 程度の久米山山頂にある。積石塚で著名な石清尾山古墳群より 12 km 東に位置する。
　土砂採取のため墳丘の崩壊が懸念されたため，香川県教育委員会が主体となって 1967 年に発掘
調査が実施された。調査の結果は 2014 年に発行された『高松市茶臼山古墳』［信里他 2014］に報告
され，本稿における古墳の内容も多くはそれによっている。
　前方後円墳で，全長 72 ｍ，後円部径 36 ｍ，くびれ部幅 12 ｍ，前方部 36 ｍ，前方部幅が 18.6
ｍを測る。くびれ部幅が狭い点，前方部が細長くバチ形に開くことを特徴とする（図 1）。
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　埋葬施設は，後円部に 2 基の竪穴式石室（第 I 主体部・第 II 主体部），前方部墳頂に箱形石棺（第
III 主体部）と前方部墳頂から後円部側に下ったところに粘土槨（第 VII 主体部）が検出されてい
る他，前方部墳端に 2 基の土壙墓（第 IV 主体部・第 VIII 主体部）と箱形石棺（第 V 主体部・第
VI 主体部）がある（図 1）。このうち人骨の出土を見たのは第 I 主体部と第 III 主体部である。
　第 I 主体部　第 I 主体部は後円部の中央やや南側に設置された竪穴式石室である（図 2）。本古墳
の中で最も大きい埋葬施設であり，副葬品も多い。本古墳の主要埋葬施設であると評価できるであ
ろう。長さ 5.45 ｍ・東端幅 1.1 ｍ・西端幅 0.69 ｍという堂々たる石室である（図 3）。讃岐の前期
古墳では竪穴式石室を東西方向に配置することが知られているが，本例もそれに倣う。
　こうした竪穴系埋葬施設には 1 体の被葬者が埋葬されていることが多いが，本石室には 2 体の被
葬者が埋葬されていた。石室の中央には鍬形石が 2 つ配され，その両側に頭蓋骨がそれぞれに検出
されたのである。鍬形石の東側にある人骨を E 地区人骨，鍬形石の西側にある人骨を W 地区人骨
という。E 地区人骨と W 地区人骨はともに頭を石室中央に向けて埋葬されていたのであった。E
地区人骨は熟年以降の男性の可能性があり，W 地区人骨は壮年期と考えられる。
　本石室は未盗掘の石室であることも重要である。そのため数多くの副葬品が出土している。石室
内では，先述の通り 2 個の鍬形石の他，画文帯神獣鏡 1 面・大刀・剣 2 本・短剣 6 本・鉄鏃 4 点・






　第 III 主体部　前方部墳頂のやや東に位置する箱形石棺である（図 4）。墳丘の主軸に直行する方




　石棺内から頭位を西にむけた人骨 1 体分と土器の小破片が出土している。第 III 主体部人骨は熟
年以降の男性の可能性がある。
3. 年代分析と DNA 分析に供した資料
　以上のように 3 体の古人骨が本古墳からは検出されている。これらのうち，側頭骨が残っていた




條芳隆分類の第 1 群第 1 段階と第 2 段階に属し，すなわち古相を示している（図 5，［北條 1994］）。
またヤリや鉄鏃からも前期前半に属すると考えられ，第 I 主体は前期前半に属すること［信里










間で一致し［信里 2014・金澤 2018］，さらに快天山古墳の埴輪が奈良県新山古墳と大阪府玉手山 1
号墳と関連づけられている［金澤 2018］ことも重要である。新山古墳と玉手山 1 号墳の埴輪よりも
高松茶臼山古墳の埴輪は古い。このことを手がかりに畿内の円筒埴輪の編年［鐘方 2003］に当ては
めれば，Ⅰ期 3 段階に属する埴輪の可能性がある。
　以上のことを総合すれば『前方後円墳集成』による編年では 2 期に属し［広瀬 1991］，岩本崇に





素 14 年代測定（AMS-14C 法）ならびに炭素・窒素分析を依頼した（坂本・瀧上）。
Ⅳ 測定結果
（1）コラーゲン保存状態の評価（評価基準は藤尾他［2020］を参照）
　コラーゲンの回収率（骨の乾燥重量から得られたコラーゲン乾燥重量の割合）は KGTCY-3 で 3.3 
%，KGTCY-1 で 2.5 % と良好であった（表 1）。炭素・窒素含有量から計算された C/N 比は，




　各個体の炭素同位体比（δ 13C）と窒素同位体比（δ 15N）を表 1 に示す。KGTCY-3 と
KGTCY-1 の炭素・窒素同位体比は近い値を示している（それぞれでδ 13C は -19.0 ‰と -19.5 ‰，
δ 15N は 12.1 ‰と 12.3 ‰）。両個体は似た食性だったと推測される。
（3）食性推定と海産資源寄与率
　表 1 のヒトの骨の炭素・窒素同位体比を，表 2 に示す食物のタンパク質源の炭素・窒素同位体比
と比較した結果，KGTCY-3 と KGTCY-1 は共に C3 資源（C3 植物と C3 植物を摂取した陸生草食
動物）と海産資源（海産魚類，海産貝類，海生哺乳類）を混合した食性だったと考えられる（図 1）。






　各個体の放射性炭素年代測定の結果を表 1 に示す。KGTCY-1 の方が，KGTCY-3 よりも 85 14C 
yrs ほど古い年代を示した。
（5）較正年代
　暦年較正用解析ソフト OxCal［Bronk Romsey 2009］を用いて，IntCal13 と Marine13［Reimer et 




（Δ R 値）は 0 と仮定した。解析の結果，KGTCY-3 は紀元後 4 世紀から 6 世紀前半，KGTCY-1
















第３主体 男・熟年以降 右頭骨 KGTCY-3 518.63 16.90 3.3 PLD-37319 1697 ± 20
後円部第１















1σ (68.2%) 2σ (95.4%)
KGTCY-3 -19.0 12.3 38.3 12.1 3.7 18.1 ± 0.6 AD395-525 AD350-525
KGTCY-1 -19.5 13.1 37.7 12.3 3.6 14.6 ± 0.3 AD255-340 AD250-380
表 2　食性推定及び海産資源寄与率の計算に用いた食物資源（タンパク質源）の同位体比
食物タイプ 資料タイプ 分析数 δ
13C
 (‰ , VPDB)
δ 15N 
(‰ , AIR) データ報告元
C3 植物 現生 16 -20.9 ± 1.6 4.6 ± 2.4 Yoneda et al., 2004
C4 植物 現生 5 -5.5 ± 0.5 4.4 ± 1.9 Yoneda et al., 2004
陸生哺乳類 考古資料 10 -19.8 ± 1.1 8.7 ± 1.0 Kusaka et al., 2010
海生貝類 現生 13 -9.8 ± 1.6 11.7 ± 2.1 Yoneda et al., 2004
海生魚類 考古資料 31 -10.1 ± 1.1 16.5 ± 1.1 石丸他 , 2008






（2）KGTCY-3 と後円部第Ⅰ主体部西群出土人骨（KGTCY-1）は共に C3 資源（C3 植物と C3 植物
を摂取した陸生草食動物）と海産資源（海産魚類，海産貝類，海生哺乳類）を混合した食性という
判断であった。 
（3）後円部第Ⅰ主体部西群の人骨の較正暦年代は，3 〜 4 世紀後半であったが，布留Ⅰ式に比定さ
れるという考古年代から，3 世紀後半に絞り込むことが可能である。




















（2019 年 5 月 10 日受付，2019 年 8 月 5 日審査終了）
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図 8A　高松茶臼山古墳前方部第Ⅲ主体出土人骨 KGTCY- ３ （A）
図 8B　高松市茶臼山古墳後円部第Ⅰ主体西群出土人骨 KGTCY-1（B）
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